
「ウォーターフットプリント」国際規格にグリーンフォーラム　資源・循環技術委員
世
界
各
地
で
水
不
足
進
む
●
●

企
業
の
水
使
用
を
「
見
え
る
化
」何

の
た
め
に
や
る
の
か
が
大
切

委
員
長
総
括

吉
田
敬
史
委
員
長

グ
リ
ー
ン

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
社
長

　
質
疑
の
な
か
で
、
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
と
い
う
考

え
方
が
ど
の
程
度
決
ま
っ
て
い

て
、
逆
に
、
ど
ん
な
問
題
が
あ

る
か
と
い
う
の
が
、
割
と
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
気
が
す
る
。

　
ま
が
り
な
り
に
も
国
際
標
準

と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
合
意
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
水
と

い
う
も
の
に
注
目
を
集
め
た
と

い
う
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
成

果
だ
と
思
う
。

　
国
際
的
に
用
語
が
統
一
さ
れ

て
、
概
念
も
大
枠
で
は
決
ま
っ

た
と
い
う
の
は
、
一
歩
前
進
と

い
え
る
。

　
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
一
つ

の
手
段
で
、
何
の
た
め
に
や
る

の
か
と
い
う
の
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く

る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

何
を
使
う
の
か
と
い
う
検
証
作

業
を
抜
き
に
、
単
に
数
字
が
一

人
歩
き
す
る
よ
う
だ
と
、
む
し

ろ
害
に
な
る
。

量と質は分けて評価

　
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主
宰
す
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

」
は
９

月

日
、
７
月
に
国
際
規
格
化
さ
れ
た
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
資
源
・
循
環
技
術
委
員
会

吉
田
敬
史
委
員
長

を

開
い
た
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
生
産
、
使
用
、
廃
棄
・
リ

サ
イ
ク
ル
ま
で
の
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

一
生
分

の
水
資
源
へ
の

影
響
を
算
出
す
る
。
世
界
各
地
で
水
不
足
が
進
む
に
連
れ
、
企
業
が
使

う
水
に
関
心
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ

Ｏ

で
の
議
論
に
参
加
し
た
東
芝
環
境
推
進
室
の
小
林
由
典
参
事
が
水

資
源
を
め
ぐ
る
動
向
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
を

講
演
し
、
算
出
方
法
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

意
見
交
換

　委員　工場の取水時に
水量をカウントするわけ

だが、生産での使用後、排水した水
もカウントすると、同じ水でも２度
カウントすることにならないのか。
　小林氏　川から取水した量と同じ
量を使用後に川に戻すと、基本的に
は消費はない。同じ水源に同量を戻
すので、その水源に対する影響はな
いからだ。量について言えばそうだ
が、水の質については違う。汚れた
水を排水すると影響があるので、量
とは違う視点で評価する。ダブルカ
ントと言えるかもしれないが、量と
質は分けて考える。
　委員　では取水、排水の質はどう
評価するのか。
　小林氏　基準は出ていない。環境
基準のようなもので一律に決めるの
が現実的と思う。
　委員　対象範囲は温室効果ガス算
定基準のスコープ１、２（工場や事
務所など自社での使用に伴う水量）
なのか。

　小林氏　基本的にはスコープ３
（サプライチェーン全体）を含む。
ＬＣＡと同じだ。製品だけではな
く、組織も対象にしようと議論され
ている。
　委員　通信サービスであれば基本
的には水を使っていない。ただし電
柱のコンクリートは水を使ってつく
る。そういったものまで含めてウォ
ーターフットプリントを考えるの
か。
　小林氏　その通りだ。
　委員　カーボンフットプリントは
さまざまな議論があって国際規格化
されず、技術仕様書にとどまった。
　小林氏　ウォーターフットプリン
トも妥協があった。会議参加者には
国際規格化したい思いがあり、でき
るポイントから合意した。しかしこ
れで終わりではない。事例が蓄積さ
れてくればいろいろな議論も出てく
るだろう。まずは第一歩として国際
規格化できたことが、我々関係者に
は非常に大きな前進だった。

小林由典氏東芝環境推進室参事
水管理に関わる国際的な動向

・ＣＤＰ （英）

－企業に対してＧＨＧに関する戦略や排出量について公表を求める
－ＧＨＧに加えて ＣＤＰ　 がスタート

・ （米）

－サプライチェーンを通じた持続可能性の計測・報告システム
－

・環境フットプリント 欧州

－ライフサイクルにわたる包括的な環境影響の把握
－気候変動 生態毒性・人間毒性 酸性化 富栄養化 水資源 資源枯渇 土
　地改変

・グルネル法 （仏）

－ＣＯ２ 水資源 富栄養化のラベル表示を試験的に実施

・ＩＳＯ／ＴＣ ／ＳＣ５／ＷＧ５

－ ウォーターフットプリントの原則・要求事項・指針 の策定
－対象範囲・算定方法の標準化 事例集の作成など

・

－企業の水管理に関する標準化 ＣＤＰ・ と
　の連携
－水リスク低減に向けて拠点単位から流域単位／サプライチェーンへ活
　動範囲を広げていく

　
私
は
２
０
１
２
年
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ

Ｃ
２
０
７
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
国
際
規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
４

６
」
の
作
業
部
会
Ｗ
Ｇ
８
に
参
加
し

た
。
各
国
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
代
表
者

が
真
剣
と
な
り
、
か
な
り
厳
し
い
意
見

も
出
た
議
論
を
生
で
み
ら
れ
た
の
は
い

い
体
験
だ
っ
た
。
規
格
化
が
決
ま
っ
た

翌
朝
、
宿
泊
し
て
い
た
パ
ナ
マ
の
ホ
テ

ル
か
ら
外
を
み
る
と
、
砂
浜
に
「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
４
６
と
書
か
れ
て
い
た
。議

論
が
か
な
り
深
刻
だ
っ
た
の
で
、
よ
う

や
く
肩
の
荷
が
下
り
た
会
議
参
加
者

が
、喜
ん
で
書
い
た
の
だ
ろ
う
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
以
外
も
動
き

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
以
外
に
も
水
資
源
の
測
定
や

開
示
の
動
き
が
あ
る
。
一
つ
は
英
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
よ
る
Ｃ
Ｄ
Ｐ
だ
。
大
企
業
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
開
示
を
求
め
て
い

た
が
、
今
は
企
業
の
水
使
用
量
も
開
示

の
ス
コ
ー
プ

範
囲

に
入
れ
た
。

　
米
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
を
中
心
と
し
た

「
ザ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」

Ｔ
Ｓ
Ｃ

が
運
用
す
る

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
持
続

可
能
性
の
計
測
・
測
定
シ
ス
テ
ム
」
に

水
の
項
目
が
あ
る
。
欧
州
委
員
会
は
製

品
や
企
業
の
環
境
影
響
を
総
合
評
価
す

る
「
環
境
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
で
、
気

候
変
動
や
資
源
枯
渇
な
ど
と
と
も
に
水

資
源
へ
の
影
響
も
「
見
え
る
化
」
す
る

予
定
だ
。

　
水
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
背
景

に
世
界
各
地
で
顕
在
化
す
る
水
不
足
が

あ
る
。
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
」

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

の
報
告
書
を

は
じ
め
、
水
資
源
が
不
足
す
る
「
水
リ

ス
ク
」
が
非
常
に
高
ま
る
だ
ろ
う
と
い

う
予
測
が
出
て
い
る
。
世
界
人
口
は
２

０
５
０
年
に

億
人
、
さ
ら
に
は
１
０

０
億
人
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
人
口
増
加
に
伴
っ
て
水
使
用
が
増

え
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
で
き
る
。

　
し
か
も
水
資
源
は
偏
在
す
る
。
水
が

豊
富
な
地
域
・
国
と
、
そ
う
で
は
な
い

地
域
・
国
が
あ
っ
て
水
リ
ス
ク
に
は
地

域
性
が
あ
る
。
日
本
に
い
る
と
水
不
足

を
実
感
で
き
な
い
。
し
か
し
「
バ
ー
チ

ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

仮
想
水

で

は
、
日
本
は
農
作
物
の
多
く
を
輸
入
し

て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
間
接
的
に
日
本

は
海
外
の
水
を
使
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
つ
ま
り
日
本
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
や
貿
易
を
通
じ
て
海
外
の
水
を
使
っ

て
い
る
の
で
海
外
の
水
リ
ス
ク
は
無
視

で
き
な
い
。

３
つ
の
活
用
方
法

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
活

用
方
法
・
用
途
は
三
つ
あ
る
と
思
う
。

一
つ
目
は
情
報
開
示
。
基
本
的
に
は
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

Ｌ
Ｃ

Ａ
、
環
境
影
響
評
価

と
同
じ
よ
う
に

自
社
の
製
品
・
活
動
が
ど
の
ぐ
ら
い
水

に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
開
示
す

る
。
二
つ
目
は
リ
ス
ク
分
析
・
内
部
改

善
。
社
内
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
水

リ
ス
ク
が
あ
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

す
る
。
三
つ
目
が
国
民
の
水
環
境
保
全

意
識
の
啓
発
だ
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
表
示
す
る
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
と
似
て
い
る
が
違
い
も
あ
る
。

水
の
使
用
量
だ
け
で
な
く
、
排
水
も
算

出
の
ス
コ
ー
プ
に
入
る
か
ら
だ
。
汚
水

を
環
境
中
に
排
水
す
る
と
水
源
を
汚
す

た
め
、
使
え
る
水
が
減
る
。
こ
の
た
め

汚
水
の
排
水
も
消
費
と
捉
え
る
。
こ
れ

が
特
徴
の
一
つ
だ
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
雨
水
や
地
下
水

の
使
用
量
を
測
定
し
、
あ
る
係
数
を
掛

け
て
環
境
に
対
す
る
悪
さ
を
指
標
化
す

る
。
雨
水
な
の
か
地
下
水
な
の
か
と
い

っ
た
水
源
、
国
・
地
域
で
水
リ
ス
ク
が

異
な
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
Ｌ
Ｃ
Ａ
と
も

違
う
点
だ
。

　
水
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
測
定
に
は
二

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
一
つ
は
水

の
消
費
量
だ
。
使
用
に
よ
っ
て
水
の
利

用
可
能
性
が
ど
の
ぐ
ら
い
減
っ
た
の
か

と
い
う
影
響
を
分
析
す
る
。
も
う
一
つ

は
汚
染
。
富
栄
養
化
、
生
態
毒
性
も
定

量
化
し
、
そ
れ
ら
を
最
終
的
に
は
統
合

化
す
る
。

　
水
の
量
と
質
の
測
定
法
に
代
表
的
な

手
法
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
４
６
」
の
規
格
書
と
は
別

に
事
例
集
が
あ
り
、
そ
の
中
に
い
ろ
い

ろ
と
評
価
例
が
あ
る
。
代
表
的
な
の
が

水
の
使
用
量
と
消
費
量
の
評
価
だ
。
水

源
や
地
域
別
の
影
響
の
違
い
を
係
数
化

し
て
お
き
、
実
際
の
使
用
し
た
水
量
に

応
じ
て
係
数
を
掛
け
る
。
平
均
値
は
１

で
、
１
よ
り
も
小
さ
い
係
数
の
地
域
は

雨
が
多
く
て
、
水
ス
ト
レ
ス

日
常
生

活
に
不
便
を
感
じ
る
水
不
足
の
状
態

が
小
さ
い
。

水
の
視
点
製
品
評
価

　
東
芝
製
ラ
ン
ド
リ
ー
の
節
水
性
能
を

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
評
価

し
て
み
た
。
新
製
品
は
洗
濯
中
の
水
量

が
か
な
り
節
約
で
き
て
お
り
、

年
製

品
と
比
べ
て

％
減
と
な
っ
た
。
ま
た

材
料
調
達
、
製
造
、
流
通
、
使
用
、
廃

棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
各
段
階
を
比
べ
る
と
、
使
用
段
階
が

水
消
費
量
の

％
以
上
を
占
め
て
い

た
。
買
い
替
え
が
進
み
、
新
製
品
が
普

及
す
れ
ば
水
資
源
へ
の
負
荷
を
減
ら
せ

る
。

　
水
を
使
う
製
品
で
は
な
い
冷
蔵
庫
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
も
算
出

し
て
み
た
。
最
新
の
冷
蔵
庫
は
食
品
の

保
存
性
能
が
高
い
。
長
持
ち
す
る
と
食

品
廃
棄
物
が
減
る
の
で
、
間
接
的
に
食

品
を
つ
く
る
段
階
で
使
わ
れ
る
水
を
節

約
で
き
る
。
東
芝
製
「
Ｇ
Ｒ
―
Ｅ

Ｆ

Ｘ
」
は
保
存
性
能
の
向
上
に
よ
っ
て
、

年
製
品
に
比
べ

％
低
減
で
き
た
。

　
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
み
る

と
冷
蔵
庫
は
使
用
段
階
の
電
力
使
用
量

が
非
常
に
大
き
い
。
こ
の
た
め
省
エ
ネ

性
能
を
追
求
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
水

の
視
点
だ
と
省
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、
食

品
廃
棄
物
を
減
ら
す
「
食
エ
コ
」
も
大

事
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
に
続
く

情
報
開
示
の
軸
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
と
言
わ
れ
て
い
る
。
規
格
書

を
参
考
に
し
な
が
ら
製
品
を
評
価
し
、

実
際
に
使
え
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く

の
が
今
後
の
ス
テ
ッ
プ
だ
ろ
う
。

（ ） 【特別企画】 ２０１４年 平成２６年 １０月１７日 金曜日 　　


